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Realization of NARU－A Methodological Study (Part II)－ 
 
Noboru Onishi*  
 
There are two types of fundamental "whereabouts" for humankind. One is a belief in a 
supernatural Being ( GOD ); the other a belief in a natural Being（ SHIZEN〔Nature as it is〕）. 
But now these two beliefs are in danger of total extinction. So it would be imprerative that we 

























































































































































































































































































＊文化 Culture と文明 Civilization の定義は今の
ところ一定しているとは言い難い。したがって、こ


















































































































































































































すなわち、この節で Kant と Rudolf Otto に少々
触れる意図は、彼等が言う in der Natur や natürlich 
などが、おのづから、自然な、自然に、などと如何


















目的論から見た Natur の目的連鎖（ Naturzwecke 
自然目的）を問題にすると、Natur の最終目的 
letzter Zweck は人間とされる。しかしそれは Natur 




なく、その一構成員 Glied に過ぎない（註 16）。人間
が Natur の最終目的であるためには、ausser der 
Natur （自然の外）が必要とされる。つまり、人間
を Natur の目的連鎖の最終目的とするには Natur 
だけでは不可能であり、Natur の外すなわち Natur 
を超える契機が必要となる。その場合の人間は 
Endzweck der Schöpfung （創造の究極目的）である
が、Endzweck とはその可能性のために自己以外の
目的を必要としない Zweck を言う（註 17）。この意味
での人間は、単なる  Natur の最終目的すなわち 
Natur 内目的連鎖のいわば最高地位を超えている。
それは moralisches Wesen （道徳的存在）としての
人間である（註 18）。 
ausser der Natur ということを補足すると、カント
は何故 Natur は実在するのかの理由 Grund は、









１） Natur は創造された、すなわち被造物である。 
２） ausser der Natur（自然の外） 
の二点であるが、この両者とも「自然のみ」（お
のづからなる）には見ることができない。 
次にオットーの主著 "Das Heilige" を見ると、そ













































































































































































































































































































































































































































































































































































学部紀要』人文社会編  Vol.31 No.2、2008〕 
（２）ナルの余白構造については、例えば拙論「古
代日本の神「ナル カミ」について」〔『東京工















（７）服部龍二 『広田弘毅』中公新書、 2008 、
p.262 「朝日新聞 1948.1.13 」 
（８）『自然学の提唱』 『増補版 今西錦司全集』
第十三巻所収 1993.8、p.13； 講談社学術文庫






工芸大学工学部紀要』人文社会編  Vol.31 
No.2、2008 
（１３）「アシカビについて」２節 『東京工芸大学









（１６）Immanuel Kant "Kritik der Urteilskraft" 1790 、




（２０）Rudolf Otto " Das Heilige " 1936 、特にその 





Albert Einstein " ON COSMIC RELIGION " 





























（３０）辞書 COD の説明では、この英訳に art 関
連の語は使用出来ない、何故なら art は 
human skill or workmanship as opposed to the 
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